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②具体的な取り組み

ミールラウンドにて歯科医師、歯科衛生士、管理栄養士、看護
師、生活相談員、介護職員、作業療法士で課題を検討。次のよう
な対策をとる。
・口輪筋の筋力強化、咀嚼・嚥下機能強化に対しては下記口腔体
操を実施。
「パタカラ体操」1日2回実施。
「ぶくぶくうがい」口を閉じる力を向上する為、朝・昼・夕の口
腔ケア時に実施。
「タオルを使用した口腔体操」両方の奥歯でタオルを噛むトレー
ニングを1日2回実施。意図的に噛むという感覚を呼び起こすこと
で咀嚼意識の向上に繋げる。
・下義歯の不適合が見られた為、歯科医師により調整を行う。義
歯の調整に加え、口腔体操等を実施することで口舌ジスキネジア
の改善を試みる。
・職員とお話しする機会を多くする、読みやすい簡単な絵本を使
用し読んでもらったり等、発語の機会をこれまで以上に多くす
る。

開口気味にて唇をきちんと閉じることが出来ず、唾液の流出が見
られた。口舌ジスキネジアにより、舌で義歯を遊んでしまう傾
向。また食事のペースが速く、咀嚼せず丸飲み状態になっており
喉詰まりや嘔吐、誤嚥のリスクが高くなっていた。ミールラウン
ドにて下記の課題を取り組むこととする。
・口輪筋の機能低下が見られた為、口腔体操で筋力アップを図
る。
・義歯不適合による口舌ジスキネジアを疑い、義歯調整を歯科医
師へ依頼。
・咀嚼せずに丸飲み傾向にあり、噛むという意識が薄れている
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各種口腔体操を継続的に実施したことにより口輪筋の筋力強化に繋がり、
開口気味だった口も閉じるようになった。また、義歯調整と口腔体操の効
果により口舌ジスキネジアも軽減。顎の動きも横の動きから縦の動きに変
化し、咀嚼する力も向上。食事の際しっかり噛むようになった。取り組み
を始めて1ヵ月程で軟菜食から常食へ食形態がアップ。
食事ペースは相変わらず速いままだが、きちんと咀嚼して嚥下できるよう
になった為、喉詰まりや嘔吐も起こらなくなった。
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④今後の課題

1つ1つの取り組みは決して大きなものではないが、口腔体操等小さなこと
をコツコツ地道に行っていくことが大きな成果に繋がった。
現在、ミールラウンドを通して摂食嚥下の評価・取り組みが行われてい
る。今回取り組んだ口腔体操は“ケアのついで”に出来るものが多く、時
間もさどほ掛かるものではない為、介護スタッフの業務負担も最低限と
なっている。今後は他の利用者様についても少しずつ導入を進めていきた
い。

また、義歯については入所時点で不適合な物を使用している方も多い為、
これまで同様歯科医師と連携して随時調整を行っていき、利用者様のお口
の健康をサポートしていく。
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